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塩素化ブチルゴムの加硫に対するスコーチ防止剤について(4)

〔スコノック EL〕

先に，ノクセラー EZ加硫に対するスコノック ELの

スコーチ防止効果について紹介したo,

今回は，チウラム加硫（ノクセラー TT,TS)及び硫黄

加硫に対するスコノック ELのスコーチ防止効果につい

て紹介する，

表 1の配合（酸化マグネ、ンウム0.1重量部配合系）に基

づき，スコノック EL0.2及び0.4重量部使用した場合の

ムーニースコーチ試験， レオメータ加硫試験及び加硫物

の引張試験の結果をそれぞれ表 2, 図 1,2, 3, 4に示す．

ムーニースコーチ試験結果から，スコノック ELのス

コーチ防止効果はチウラム加硫（ノクセラー TT,TS)に

対しても有効である、また，加硫物の引張試験では，ス

コノック ELを添加しても引張特性に悪影響を与えな
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以上の結果から，スコノック ELはチウラム加硫（ノ

クセラー TT,TS)及び硫黄加硫に対しても優れたスコ

ーチ防止剤である事が認められた．

次回，耐熱性，圧縮永久ひずみについて引き続き紹介

する．
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スコノック ELの添加霊 (phr) 

図 1 スコノック ELのスコーチ防止効果
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表 2に示す
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図2 ノクセラー TT加硫に対するスコノック EL

の添加効果〔TT(l.2)〕
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図3 ノクセラー TS加硫に対するスコノックEL

の添加効果〔TS(l.2)〕
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図4 硫黄加硫に対するスコノック ELの添加効果

〔TT(1.0)DM  (0.5)硫黄(2.0)〕

チ ゥ ラ ム 加 硫
加 硫 系 硫黄加硫

TT TS 

項目 配合 No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 
ノクセラー TT 1.2 1.2 1.2 1.0 1.0 1.0 

ノクセラー TS 1.2 1.2 1.2 

ノクセラー DM 0.5 0.5 0,5 

硫黄 2.0 2.0 2.0 

スコノック EL 0.2 0,4 0.2 0.4 0,2 0.4 

〔ムーニースコーチ試験〕*I 

Vm 52 52 51 51 50 50 50 50 49 

t5(min) 14.0 20.3 26.8 18.0 26,3 31.5 12. 7 18,5 23.2 

知(min) 15.4 22.3 30,2 25.0 35.6 42.6 14.1 20.3 25,4 

〔レオメータ加硫試験〕*2 図2,3,4に示す

〔引張試験〕*3 

加硫時間（分） 15 15 15 20 30 30 15 15 15 

T8(MPa) 11.2 11.5 11.3 11.4 11.5 11.8 11.0 11.3 11.7 

恥（％） 570 560 560 500 490 490 540 550 550 

M10o(MPa) 1.3 1.3 1.3 1.5 1.5 1.6 1. 5 1.6 1.6 

M300(MPa) 5.7 5.8 5.9 6.1 6.3 6,3 6.1 6.2 6.2 

H8(JISA) 51 51 52 52 52 52 52 52 52 

表 2 ムーニースコーチ試験， レオメータ加硫試験及び引張試験結果

*1 JIS K 6300に準拠 ML-1,125℃ 

*2 モンサソト ODR-100,160℃ 

*3 JIS K 6301に準拠160℃プレス加硫
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